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こ
こ
に
訳
出
す
る
の

は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

共
和
国
を
代
表
す
る
重

鎮
作
家
ア
ナ
ー
ル
（
本

名
は
ラ
ス
ル
オ
グ
ル
・

ル
ザ
イ
ェ
フR

əsul o ğlu 

R
zayev, 

一
九
三
八
年
―
）
の
所
謂
ユ
ー
ト
ピ
ア
・

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
『
白
い
羊
、黒
い
羊
―
―
ユ
ー
ト

ピ
ア
及
び
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
物
語
（Ağ qoç, qara qoç - 

utopik və antiutopik nağıllar

）』（
二
〇
〇
三
年)

の

一
部
で
あ
る
。

本
作
が
書
か
れ
た
二
〇
〇
三
年
は
、
第
三
代
大
統
領

ヘ
イ
ダ
ル
・
ア
リ
イ
ェ
フ
が
死
去
し
た
年
で
あ
る
。

ア
リ
イ
ェ
フ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
解
体
・
独
立
後
の
外
務
、

内
政
両
面
で
の
舵
取
り
に
辣
腕
を
振
る
っ
た
人
物
で

あ
る
。
実
質
敗
北
状
態
に
あ
っ
た
隣
国
ア
ル
メ
ニ
ア

と
の
カ
ラ
バ
グ
地
方
（
所
謂
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ

フ
」）
を
め
ぐ
る
領
有
権
紛
争
の
停
戦
協
定
を
締
結
し

た
（
二
〇
二
〇
年
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
ナ
ゴ
ル
ノ・

カ
ラ
バ
フ
へ
の
大
規
模
な
軍
事
作
戦
を
決
行
し
、
か
つ

て
の
カ
ラ
バ
グ・ハ
ン
国
の
中
心
で
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な

存
在
で
あ
る
シ
ュ
シ
ャ
も
含
め
、
同
地
域
の
か
な
り
を

ア
ル
メ
ニ
ア
の
実
効
支
配
か
ら
奪
還
し
て
い
る
）。
ま

た
政
争
に
勝
利
し
て
国
内
的
な
政
治
基
盤
を
安
定
さ

せ
、
カ
ス
ピ
海
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
へ
の
外
資
導

入
を
積
極
的
に
促
進
し
た
。
大
統
領
へ
の
権
力
集
中
、

政
治
の
寡
頭
支
配
化
に
功
罪
相
半
ば
す
る
も
の
は
あ
る

が
、
ア
リ
イ
ェ
フ
の
時
代
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
長

ら
く
続
い
た
内
憂
外
患
状
態
か
ら
立
ち
直
り
、
壊
滅
状

態
に
等
し
か
っ
た
経
済
混
乱
を
脱
し
て
将
来
へ
の
希
望

的
な
見
通
し
を
や
っ
と
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で

あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
終
わ
り
に
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
の
未
来
へ
の
願
望
と
不
安
、
悲
観
と
楽
観
を
映
し
た

空
想
を
開
陳
す
る
本
作
が
書
か
れ
た
こ
と
は
象
徴
的
と

い
え
よ
う
。
そ
し
て
歴
史
の
転
換
点
を
経
て
書
か
れ
た

本
作
は
全
般
に
不
安
神
経
症
的
な
色
彩
が
滲
ん
で
い

る
。
作
品
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
民
話
で
あ
る
『
マ

リ
ク
・
マ
ッ
マ
ド
物
語
』
の
主
人
公
と
同
名
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
マ
リ
ク
・
マ
ッ
マ
ド
と
そ
の
家
族
（
妻
ア

イ
パ
リ
、
息
子
ベ
イ
ラ
ク
、
娘
ブ
ル
ラ
）
が
未
来
の
あ

る
年
に
迎
え
る
ノ
ヴ
ル
ズ
の
日
―
―
イ
ラ
ン
起
源
の
新

年
行
事
ノ
ヴ
ル
ズ
（
ペ
ル
シ
ア
語
の
ノ
ウ
ル
ー
ズ
）
―
―

の
姿
を
、
異
な
っ
た
祖
国
の
様
相
の
な
か
に
描
い
て
い

る
。
表
題
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
編
・
反

ユ
ー
ト
ピ
ア
（
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
）
編
と
い
う
二
部
構
成

の
空
想
物
語
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
二
部
は
相
互
に

無
関
係
な
物
語
で
あ
る
と
作
者
が
明
言
し
て
い
る
。

民
話
の
マ
リ
ク
・
マ
ッ
マ
ド
は
あ
る
国
の
王
子
で
、

父
王
の
果
樹
園
を
荒
ら
し
た
鬼
を
退
治
す
る
た
め
に
二

人
の
兄
と
と
も
に
出
陣
す
る
。
豪
壮
で
向
か
う
と
こ
ろ

敵
な
し
の
武
人
マ
リ
ク
は
、
し
か
し
深
い
井
戸
の
な
か

に
棲
む
鬼
退
治
を
果
た
し
た
と
き
、
嫉
妬
深
い
兄
た
ち

の
裏
切
り
で
そ
の
井
戸
の
底
へ
突
き
落
さ
れ
て
し
ま

う
。
井
戸
底
か
ら
異
界
を
彷
徨
っ
た
の
ち
に
霊
鳥
の
助

け
で
マ
リ
ク
は
こ
の
世
界
へ
帰
還
し
、
邪
悪
な
兄
た
ち

に
復
讐
を
果
た
し
て
大
団
円
と
な
る
。

そ
の
民
話
を
自
由
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
、「
現
代

（
近
未
来
）
の
マ
リ
ク・マ
ッ
マ
ド
」
は
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー

ル
ド
と
し
て
、
異
な
る
バ
ク
ー
の
「
物
語
」
の
狭
間
を

往
来
す
る
。
そ
こ
に
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
共
同
体

史
観
と
、
特
に
一
九
一
八
年
に
民
族
的
世
俗
共
和
国
と

し
て
独
立
を
果
た
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
が
辿
っ
た
歴
史
と
を
基
礎
に
、
将
来
へ
の

願
望
と
不
安
が
交
錯
し
た
異
な
る
祖
国
の
幻
想
が
展
開

す
る
。

作
品
の
第
一
部
が
い
わ
ゆ
る
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
編
」
で

一
章
に
纏
ま
っ
て
お
り
、
他
方
「
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
編
」

と
し
て
の
第
二
部
は
さ
ら
に
三
つ
の
物
語
に
分
か
れ
て

い
る
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
編
は
い
き
な
り
「
デ
ル
ベ
ン
ド
か
ら
ハ

メ
ダ
ー
ン
、
ガ
ザ
フ
か
ら
ガ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
」
ま
で
の
広

域
に
生
活
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
が
民
族
的
に
団

解

説

石
井 

啓
一
郎



162アゼルバイジャン●アゼルバイジャン語

結
し
、
皆
揃
っ
て
ノ
ヴ
ル
ズ
の
朝
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
国
歌
に
恭
し
く
耳
を
傾
け
る
描
写
で
始
ま
る
。
つ
ま

り
イ
ラ
ン
の
テ
ヘ
ラ
ン
西
部
、
首
都
近
郊
約
一
五
〇
キ

ロ
ま
で
「
統
合
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
」
に
包
摂
さ
れ
て

い
る
と
い
う
、
度
肝
を
抜
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
幻
想
で

あ
る
。

「
文
化
人
、
知
識
人
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
し
て
想
い

描
か
れ
る
バ
ク
ー
は
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
と
イ
ラ
ン
の
文

学
、
音
楽
、
民
俗
芸
能
や
造
形
美
術
等
の
文
化
遺
産
の

豊
穣
性
と
多
様
性
を
存
分
に
享
受
す
る
街
で
あ
る
。
ま

た
隣
国
ト
ル
コ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
、
北
東
ア
ジ
ア
の

テ
ュ
ル
ク
系
諸
民
族
の
間
の
緩
や
か
な
統
合
の
盟
主
的

な
都
市
に
変
じ
て
も
い
る
。
一
九
一
八
年
以
来
国
に
殉

じ
た
英
雄
、
英
傑
た
ち
、
そ
し
て
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ

フ
紛
争
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
解
体
時
の
衝
突
（
所
謂
「
黒
い

一
月
事
件
」
等
）
で
落
命
し
た
名
も
な
い
数
多
の
犠
牲

に
捧
げ
る
記
念
像
や
記
念
碑
が
遍
在
す
る
祈
り
の
街
で

も
あ
る
。
作
品
は
そ
の
日
の
マ
リ
ク
と
家
族
の
活
躍
を

描
く
。
マ
リ
ク
自
身
は
職
場
の
テ
レ
ビ
局
に
出
社
し
て

新
春
特
別
番
組
を
企
画
放
映
す
る
。
妻
の
ア
イ
パ
リ
は

タ
ブ
リ
ー
ズ
の
歌
劇
場
の
新
春
プ
レ
ミ
エ
公
演
に
制
作

さ
れ
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
国
民
楽
派
の
大
作
曲
家
ユ

ゼ
イ
ル
・
ハ
ジ
ュ
ベ
ヨ
フ
の
歌
劇
『
コ
ロ
グ
ル
』
で
舞

台
美
術
の
仕
事
に
忙
し
い
。
息
子
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
領
に
戻
っ
た
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
で
鉄
道
技
師
と

し
て
観
光
開
発
に
携
わ
る
。
娘
は
カ
ル
ク
ー
ク
（
イ
ラ

ク
）
の
大
学
で
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
語
と
文
学
の
教
員

と
し
て
勤
務
し
、
元
日
も
忙
し
く
テ
ュ
ル
ク
系
諸
国
で

の
講
演
に
駆
け
回
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
第
二
部
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
編
で
は
、
ま

た
ぞ
ろ
国
内
の
異
な
る
政
治
勢
力
の
暴
力
的
な
衝
突
が

勃
発
し
、
結
果
と
し
て
イ
ラ
ン
の
シ
ー
ア
派
聖
職
者
の

下
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
体
制
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
復
興
を
狙

い
バ
ク
ー
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
宣
言
し
た
ロ
シ
ア
主
導

（
そ
こ
に
ア
ル
メ
ニ
ア
の
介
在
が
暗
示
さ
れ
る
）
の
共

産
党
支
配
体
制
、
そ
し
て
欧
米
的
な
自
由
を
謳
歌
す
る

よ
う
に
見
え
て
も
結
局
は
自
由
と
自
堕
落
を
履
き
違
え

た
幼
児
的
で
愚
劣
な
「
自
由
主
義
」
体
制
、
と
い
う
三

つ
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
三

分
割
」
と
い
う
よ
り
、
バ
ク
ー
の
市
心
部
で
特
に
名
所

旧
跡
が
集
中
す
る
旧
市
街
の
一
帯
が
、
三
つ
に
分
断
さ

れ
て
い
る
と
い
う
構
成
の
「
バ
ク
ー
小
説
」
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
街
区
が
異
な
る
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
に
な
っ
て

い
る
。

第
二
部
で
マ
リ
ク
・
マ
ッ
マ
ド
は
、
ま
さ
に
ト
ル
コ

出
張
に
発
っ
た
と
き
、
国
内
の
政
治
的
衝
突
、
ア
ル
メ

ニ
ア
原
発
の
爆
発
、
北
西
部
ミ
ン
ガ
チ
ェ
ヴ
ィ
ル
貯
水

池
へ
の
謎
の
ミ
サ
イ
ル
着
弾
に
よ
る
国
土
の
大
半
の
水

没
と
い
う
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
の
連
鎖
が
突
発
す
る
。
バ

ク
ー
に
残
し
た
妻
子
と
家
族
離
散
状
態
の
ま
ま
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
に
独
り
残
っ
て
い
る
と
、
忽
然
と
旧
知
の
ア
ル

ハ
ン
が
現
れ
る
。
ど
こ
ぞ
の
秘
密
結
社
に
属
す
る
「
謎

の
男
」
と
な
っ
た
ア
ル
ハ
ン
の
手
引
き
で
、
マ
リ
ク
は

家
族
を
訪
ね
て
分
断
後
の
バ
ク
ー
の
三
つ
の
街
区
を
訪

問
す
る
。
そ
の
街
区
ご
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
第
二

部
を
三
景
に
分
け
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
、

そ
の
三
景
の
う
ち
で
、
イ
ラ
ン
系
シ
ー
ア
派
聖
職
者
支

配
の
手
に
落
ち
た
バ
ク
ー
（
実
在
の
バ
ク
ー
で
は
、
イ

ス
テ
ィ
グ
ラ
リ
ア
ト
通
り
と
旧
市
街
城
壁
の
間
の
区
域

を
フ
ィ
ラ
ル
モ
ニ
ア
音
楽
堂
ま
で
到
る
地
域
）
を
舞
台

に
、
分
断
前
は
画
家
で
あ
っ
た
が
、
今
は
ク
ル
ア
ー
ン

を
筆
写
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
書
道
教
師
に
な
っ
た
妻
と
の

悲
し
い
再
会
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

妻
が
留
ま
る
街
区
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
バ
ク
ー
の
楽

園
」を
意
味
す
る
ベ
ヘ
シ
ュ
テ・バ
ー
ド
ク
ー
ベ
が
訛
っ

た
「
ベ
ヒ
シ
ュ
テ
ィ
・
バ
ー
デ
ィ
ク
ー
バ
」
で
あ
る
。

ち
な
み
に
息
子
は
、
ロ
シ
ア
人
共
産
主
義
指
導
者
が
支

配
す
る
「
バ
ク
ー
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
の
書
記
局
事
務
所

（
実
在
の
バ
ク
ー
で
の
舞
台
は
ニ
ザ
ー
ミ
ー
文
学
博
物

館
）
で
、
通
信
の
盗
聴
監
視
を
担
当
す
る
技
師
と
し
て

仕
え
て
い
る
。
似
非
の
自
由
主
義
社
会
「
バ
ク
ー
・
シ

テ
ィ
ー
」に
暮
ら
す
娘
は
、ベ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
の
ス
タ
ー

の
座
に
躍
り
出
て
、
ゲ
イ
の
人
気
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
支
援
で
今
や
バ
ク
ー
・
シ
テ
ィ
ー

市
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
勢
い
で
あ
る
（
実
在
の
バ

ク
ー
で
の
舞
台
は
シ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ャ
ー
宮
殿
と
旧
市
街

か
ら
、
カ
ス
ピ
海
岸
沿
い
の
地
帯
）。

こ
う
し
た
分
断
と
外
国
勢
力
支
配
が
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
に
も
た
ら
し
た
末
期
的
で
惨
め
な
社
会
状
況
を

表
す
文
学
的
手
段
と
し
て
、作
者
は
支
配
者
の
言
語（
あ

る
い
は
外
国
の
影
響
力
を
象
徴
的
に
示
唆
す
る
言
語
）、
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つ
ま
り
上
記
の
順
番
に
沿
え
ば
ペ
ル
シ
ア
語
、
ロ
シ
ア

語
、
英
語
の
各
語
と
母
語
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
語
と
の

間
に
醜
悪
な
混
交
が
生
じ
た
、
い
わ
ば
言
語
崩
壊
の
状

況
を
作
為
的
に
作
り
出
し
て
い
る
。
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
編

の
登
場
人
物
た
ち
は
、
皆
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
人
で
は
あ
る
が
、
支
配
者
の
言
語
に
同
化
・
熟

達
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
し
か
も
母
語
も
劣
化
し
て
い

る
。
作
者
は
こ
の
各
語
の
語
彙
を
、
現
代
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
共
和
国
の
正
字
法
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
に
転
写
し
て
組
み
込
み
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

語
を
破
壊
的
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
一
次
的
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
語
自
体

へ
の
破
壊
で
あ
る
が
、
同
時
に
転
写
さ
れ
た
外
国
語
に

も
次
の
よ
う
な
加
工
を
し
て
、
支
配
者
の
言
葉
も
母
語

も
、
い
ず
れ
の
運
用
も
崩
壊
し
た
状
態
の
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
人
像
を
作
り
出
し
て
い
る
。

 •

　
原
語
に
お
け
る
口
語
の
混
在
（
例
　
ペ
ル
シ
ア
語
　

m
ojtahed 

↓ m
oshteyid

）

 •

　
作
為
的
に
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
し
た
ト
ル
コ
語
話
者

の
訛
（
例
　
ペ
ル
シ
ア
語bargozīde

に
お
け
る
母
音

の
前
舌
音
化
↓b ərgüzid ə

）

 •

　
意
図
的
な
原
語
の
文
法
・
語
法
ミ
ス
（
例
　
ロ
シ

ア
語
のБакинская

に
対
す
るБакинский

の
誤
用
）

研
究
資
料
と
し
て
こ
れ
を
具
体
的
に
俯
瞰
す
る
な

ら
、
何
ら
か
の
方
法
で
紙
面
に
作
者
の
独
自
表
記
と
各

語
原
音
を
対
比
し
て
再
現
す
る
の
も
意
味
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
紙
面
を
徒
に
煩
雑
化
す
る
こ
と
を
避
け
、
作
中

の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
断
裂
感
を

読
み
物
と
し
て
活
か
す
こ
と
を
意
図
し
て
、
本
稿
は
こ

れ
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
訳
文
中
に
嵌
め
こ
み
、
そ
の
ペ

ル
シ
ア
語
か
ら
日
本
語
へ
の
訳
語
・
訳
文
を
脚
注
に
示

す
こ
と
で
構
成
し
た
。

現
代
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
で
は
、
特
に

十
九
世
紀
の
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
条
約
、
ト
ル
コ
マ
ン

チ
ャ
ー
イ
条
約
以
後
、
祖
国
と
は
イ
ラ
ン
、
ロ
シ
ア

（
帝
政
時
代
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
）
な
ど
の
地
域
大
国

や
他
民
族
の
不
当
な
力
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
多
大
の
犠

牲
で
贖
っ
た
尊
い
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば
バ
フ
テ
ィ
ヤ

ル
・
ヴ
ァ
ハ
ブ
ザ
ー
ダ
の
長
詩
『
ギ
ュ
リ
ュ
ス
タ
ン
』

（
一
九
五
九
年
）
に
明
確
な
よ
う
に
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
共
和
国
側
の
共
同
体
史
観
に
拠
れ
ば
、
古
都
タ
ブ

リ
ー
ズ
に
代
表
さ
れ
る
ア
ラ
ス
河
以
南
の
「
南
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
」
は
、
い
ま
だ
に
イ
ラ
ン
の
不
当
な
占
領

下
に
置
か
れ
た
未
回
復
で
残
る
祖
国
で
あ
る
。
本
作
は

漸
く
独
立
を
取
り
戻
し
た
祖
国
に
つ
い
て
、
民
族
の
苦

難
の
歴
史
の
向
こ
う
に
望
む
理
想
と
、そ
の
歴
史
が「
祖

国
の
今
」
に
回
帰
す
れ
ば
生
起
す
る
で
あ
ろ
う
災
厄
と

を
物
語
化
し
て
活
写
す
る
。
そ
れ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代

か
ら
独
立
後
ま
で
の
時
間
を
実
体
験
で
知
る
作
者
の
祖

国
へ
の
訓
告
で
も
あ
り
、
ま
た
切
実
な
不
安
と
懼
れ
の

想
い
で
も
あ
ろ
う
。

な
お
訳
稿
で
、
脚
注
の
範
囲
を
超
え
て
説
明
が
必
要

と
な
る
点
を
若
干
補
足
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
ベ
ヒ
シ
ュ
テ
ィ
・
バ
ー
デ
ィ
ク
ー
バ
で
全
集
が

刊
行
さ
れ
る
と
話
題
に
な
る
「
ア
フ
マ
ド
・
キ
ャ
ス
ラ

ヴ
ィ
ー
」で
あ
る
。
ア
フ
マ
ド・キ
ャ
ス
ラ
ヴ
ィ
ー（
ペ

ル
シ
ア
語A

hm
ad K

asrav ī, 

一
八
九
〇
―
一
九
四
六

年
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
語
表
記Ə

hm
əd K

əsr əvi

）

は
イ
ラ
ン
の
思
想
家
、
歴
史
家
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

の
出
自
（
タ
ブ
リ
ー
ズ
生
ま
れ
）
で
あ
る
が
、
そ
の
著

書
『
ア
ー
ザ
リ
ー
』
に
お
い
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の

古
語
は
ト
ル
コ
語
と
無
関
係
な
イ
ラ
ン
系
諸
語
に
淵
源

が
あ
る
と
し
て
、
ト
ル
コ
系
言
語
を
母
語
と
す
る
国
民

も
、（
ペ
ル
シ
ア
語
に
も
と
づ
く
）
イ
ラ
ン
の
国
民
的

一
体
性
と
不
可
分
な
繋
が
り
を
持
つ
と
の
持
論
を
展
開

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

共
和
国
で
は
キ
ャ
ス
ラ
ヴ
ィ
ー
を
、
特
に
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
人
に
対
す
る
ペ
ル
シ
ア
至
上
主
義
的
な
「
イ
ラ

ン
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
体
現
者
」
と
認
識

す
る
傾
向
が
強
い
。
本
作
は
バ
ク
ー
を
支
配
す
る
ペ
ル

シ
ア
至
上
主
義
的
な
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
が

推
奨
礼
賛
す
る
思
想
家
と
し
て
、
象
徴
的
に
キ
ャ
ス
ラ

ヴ
ィ
ー
の
名
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
思
想
家
と

し
て
の
キ
ャ
ス
ラ
ヴ
ィ
ー
は
膨
大
な
著
書
を
残
し
て
お

り
、
そ
の
思
想
体
系
は
「
社
会
の
言
語
的
分
裂
」
も
包

含
し
な
が
ら
、
イ
ラ
ン
社
会
の
病
根
を
き
わ
め
て
多
岐

に
わ
た
っ
て
捉
え
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
批
判
を
展
開
す
る

複
雑
・
難
解
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
シ
ー
ア
派
主
義
や

指
導
者
へ
の
批
判
を
含
め
、
従
来
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
在

り
方
へ
の
痛
烈
で
辛
辣
な
批
判
を
含
ん
だ
彼
の
宗
教
に

関
す
る
著
作
・
論
考
は
「
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
」
で
あ
る
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と
さ
れ
、
現
在
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
体
制

下
で
発
行
を
許
可
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
は
本

作
を
読
む
う
え
で
十
分
な
注
意
を
要
す
る
。

ま
た
作
者
が
ベ
ヘ
バ
ハ
ー
ニ
ー
を
滑
稽
な
存
在
と
し

て
描
く
う
え
で
言
わ
し
め
た
「
ノ
ヴ
ル
ズ
と
は
聖
ア
リ

が
玉
座
に
上
っ
た
日
」
と
い
う
頓
珍
漢
な
科
白
に
つ
い

て
、
念
の
た
め
に
付
記
し
て
お
く
。
こ
こ
で
言
う
聖
ア

リ
と
は
、
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
な
か
の
第
四
代

正
統
カ
リ
フ
（
在
位
六
五
六
〜
六
一
年
）
の
ア
リ
ー
・

ビ
ン
・
ア
ビ
ー
・
タ
ー
リ
ブ
（
ア
ラ
ビ
ア
語 ‘A

l ī ibn 

‘A
b ī Ṭālib

　
以
下「
ア
リ
」）で
あ
る
。
シ
ー
ア
派
で
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
を
導
く
指
導
者
と
し
て
の
預
言
者

の
権
威
は
、
娘
婿
ア
リ
と
そ
の
血
統
に
引
き
継
が
れ
る

べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
リ
は
し
ば
し
ば
神
秘
主

義
的
、
秘
教
的
な
文
脈
で
神
ア
ッ
ラ
ー
の
具
現
と
み
な

さ
れ
て
崇
拝
の
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
が
シ
ー
ア
派
イ
ス

ラ
ー
ム
を
国
教
に
定
め
て
以
後
、
イ
ラ
ン
と
同
じ
シ
ー

ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
で
あ
る
。

続
い
て
「
ブ
ゾ
ヴ
ナ
に
あ
る
聖
ア
リ
さ
ま
の
御
足
の

跡
」
と
言
及
さ
れ
る
ブ
ゾ
ヴ
ナ
は
、
バ
ク
ー
の
北
東
約

三
〇
キ
ロ
、
ア
ブ
シ
ェ
ロ
ン
半
島
の
カ
ス
ピ
海
岸
に
近

い
地
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
十
二
世
紀
以
来
ア
リ
の
足

跡
が
残
る
と
信
じ
ら
れ
る
岩
が
崇
拝
さ
れ
、
こ
こ
は
現

在
モ
ス
ク
を
併
設
し
た
参
詣
地
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
こ
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
大
学
大
学
院

言
語
文
化
研
究
科
の
ベ
ヘ
ナ
ム
・
ジ
ャ
ヘ
ド
ザ
デ
先
生

に
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


